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35-5 〔代替薬剤等に関する試験〕

コナガに対する各種殺虫剤の薬剤検定

小谷野伸二・伊藤綾

（環境部）

【要 約］コナガの薬剤感受性は合ピレ系，有機リン系薬剤に対し，若～中齢を通して

低い。それに比べ， BT系， IGR系と一部の他系統の薬剤は現時点では感受性が高い。し

かし，供試薬剤全般において，齢が上がると感受性が低下する薬剤が認められる。防除

のためには若齢幼虫時に早期発見し，薬剤散布することが効果的である。

｛目的】

コナガ（Piute/la砂lostella）の幼虫は主にアブラナ科野菜を食害する。本種は薬剤に対し，

抵抗性が発達して感受性が低下しやすいため，近年では従来の薬剤が効かなくなるケー

スが増え，難防除害虫として問題になっている。そこで各種薬剤に対する本種の感受性

の現状を明らかにするため，薬剤に浸したキャベツの葉を用いて薬剤検定を行う。

｛方法】

薬剤検定は葉片浸漬法（キャベツ葉片を薬剤希釈液に浸漬，風乾処理後に容器に入れ幼

虫を放飼し， 25℃・湿度 50免・ 16L8 Dの長日条件下に保持。無処理区は水道水のみで処

理）により行った。供試虫は 2003年春に場内キャベツ圃場より採集した成虫（立川個体群）

を室内で産卵させ， l～2世代を経過後， 6月 30 日～ 7月 1日に採卵し幼虫まで飼育した

ものを用いた。若齢幼虫（頭幅長平均 0.4mm）は 7月 8日，中齢幼虫（頭幅長平均 2.1mm）は

7月 11 日に試験を開始した。なお，試験は l薬剤につき 10頭／容器， 3連で行い，若齢

は容器あたり 3cm角の葉片 1枚，中齢は 3cm角の葉片を 3枚与えた。供試薬剤は9系統 19

種類を用いた（表 1）。生死判定は処理後 2または 3日後と 5日後に行い，苦悶虫は死亡

虫とみなして死亡虫率を算出した。

｛成果の概要］

若齢・中齢幼虫の処理3日後の死亡虫率の結果をそれぞれ図 1と図2に示した。

1 ）若齢では，合ピレ系，有機リン系は全薬剤で死亡虫率が低かったが，両系統を組み

合わせた薬剤の Fl（略番号）は効果が高かった。他系統のほとんどの薬剤は 3日後に，

遅効性とされる BT系， IGR系は 5日後に死亡虫率は70%を越えた。

2）中齢では，全体的な傾向は若齢と同じだが，特に Fl, G l, 14, 15などの死亡虫率が

低下した。中でも Hlの死亡虫率は若齢の約 1/10にまで著しく低下した。天敵糸状菌

を利用した Alは， 5日後にほぼ 70%に達した。天敵に影響の少ない農薬のうち，脱

皮阻害作用を持つ IGR系の C2と，細菌毒素を利用した BT系の 82は若齢～中齢を通

して比較的安定した死亡虫率を示した。

3）以上のことから，有機リン系，合ピレ系の薬剤に対するコナガ（立川個体群）の感受性

は低い。他系統の薬剤でも，齢が上がると感受性が低下する薬剤が認められた。その

ため，幼虫の若齢時に早期発見し，薬剤散布することが重要である。また，一部の BT

系， IGR系の薬剤に対する感受性は，現時点では高い。
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※薬剤系統の「合成ピレスロイドJは略して「合ピレj と表記
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7日後口園 3日後コナガ若齢幼虫薬剤検定図1
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薬剤略番号

コナガ中齢幼虫薬剤検定
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5日後口園 3日後図2

日本植物防疫協会の委託試験の判定基準において「効果あ
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※図 1～3における横線は死虫率70% （無処理との差，
り」と認められる数値）を示す


